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SrTaO2N synthesized in the presence of NaCl flux was subjected to hydrogen reduction 

treatment prior to cocatalyst loading, and the photocatalytic activity was investigated. The 

hydrogen evolution rate from aqueous methanol solution was improved by the hydrogen reduction 

treatment. The activity was maximized at a treatment temperature of 573 K, which was about two 

times higher than that of the pristine sample. XPS analysis revealed that the hydrogen reduction 

treatment decreased the ratio of Ta4+ and N3- species on the sample surface, which may explain 

why the activity peaked at a certain temperature. 
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SrTaO2N はペロブスカイト構造を有する可視光応答性酸窒化物である。NaCl をフラ

ックスとして合成される SrTaO2Nは{100}面と{110}面が露出し、高効率な水分解を達成

した SrTiO3:Al に類似した粒子形態を有する。しかし、この方法で合成された SrTaO2N

による水の完全分解反応の達成は報告されていないため、後処理や助触媒担持方法の改

善による活性向上に期待がもたれる。そこで本研究では、水素生成助触媒担持前の

SrTaO2Nに対して水素還元処理を行い、光触媒活性に対する影響を検討した。 

SrTaO2Nは Ta2O5、SrCO3、NaClを用いて窒化することで合成した 1)。得られた SrTaO2N

に対して水素還元処理を行った後、水素生成助触媒として Pt をエチレングリコール中

でのマイクロ波加熱法で担持した。その後、メタノール水溶液中で Cr2O3を光電着しな

がら可視光照射下での水素生成活性を測定した。 

水素還元処理温度の異なる SrTaO2N の水素生

成活性を図 1に示す。水素生成速度は水素還元温

度が 573 Kの時に最大になり、未処理の試料に比

べ 2倍程度向上した。XPSから、水素還元処理に

より試料表面の Ta5+の割合が増える一方で、Ta4+

の割合が減少していることがわかった。還元され

た Ta4+は再結合を促進すると考えられ、その濃度

が低下したことが活性向上の要因だと考えられ

る。また、高温で水素還元処理をするほど粒子表

面の Nの割合が減少する傾向がみられ、活性低下

を引き起こしたと考えられる。 

1) Galvão et al. Small 2024, 20, 231170. 

図1 水素還元温度の異なる

Cr2O3/Pt/SrTaO2Nの水素生成活性 
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